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皆様の「いいね！」お待ちしております
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今月の表紙・・・
梵
ぼ ん で ん

天コンクール…旭青年部
　雪国横手では、「梵天が終わると春がやってくる」
と言われています。
　２月16日に行われた梵天コンクールではＪＡ
秋田ふるさと旭青年部が、「参等賞」「横手商工会
議所会頭賞」「北上市長賞」を受賞しました。
　翌、17日には旭岡山神社へ各地区の梵天が奉
納されました。

目次

02	 ＪＡ秋田ふるさと農業機械フェア

04	 写真で綴る　女性部冬季活動
06	 ニュース＆トピックス

08	 営農ワンポイントアドバイス

09	 ・無料職業紹介所からのお知らせ
	 ・あきたフレッシュ大使募集

10	 推しれしぴ
	 ―	ほうれん草のガレット	―

11	 福祉課からのお知らせ

12	 バラエティコーナー

14	 インフォメーション

16	 人事異動のお知らせ

20	 ふるさとの民話
	 ＪＡの概況　編集後記

▲コンクール開催の挨拶をする髙橋大市長

▲旭岡山神社への奉納

▲市役所本庁舎前に並ぶ梵天
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農家でなくても地域にお住いの方なら、年会費500円で誰でも参加できます。
参加申し込みや詳細は、各地区の営農センターへお声がけください♪

ＪＡ秋田ふるさと女性部とＪＡ秋田ふるさと女性部
フレッシュ部会では一緒に活動する仲間を募集して
います。

「生活に役立つ」健康教室や、「楽しい」料理教室、「地域とつながる」
子育て支援や食育活動、「家庭菜園に役立つ」野菜作り研修会など
など、ためになるイベントを沢山開催しています。

十文字
Jumonji

大森
Oomori

増田
Masuda

大雄
Taiyu

フレッシュ
Fresh
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雄物川
Omonogawa

横手
Yokote

金沢
Kanezawa

平鹿
Hiraka

写真で綴る女性部
季活動冬冬

令和５年度
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令和５年度ＪＡ秋田ふるさと生産者大会
管内生産者が一堂に会し４年ぶりに開催
　ＪＡは２月14日横手市で、令和５年度ＪＡ秋田
ふるさと生産者大会を開き農畜産物生産者、県、市、
取引市場各社、ＪＡ関係者など約230人が出席しま
した。大会では、取引市場各社より令和５年度の農
畜産物販売情勢報告がなされ、大会の前段に開かれ
た米穀・畜産、園芸・果樹分科会では、担い手の確
保や価格転嫁、異常気象対策などの課題解決に向け
た協議が行われ大会で結果が報告されました。その
のち、大会スローガンが全会一致で採択されました。
　記念講演では、㈱全農ビジネスサポート武藤隆繁
秋田支店長より「健康・日本の「食」と「農」～Ｊ
Ａが担う食料の質・量の安全確保を考える～」につ
いて講演を頂きました。
　今年度の農畜産物の生育については、８月以降の
猛暑日の連続と少雨などが影響し、農畜産物の減収
など過酷な現場で懸命に農業に向き合った生産努力
の結果、販売取扱高は184億円を超える見込みとな
りました。ＪＡでは今後も「組合員の満足度の向上
に向けた指導購買の充実」と「地域農業者が安心し
て農業を営める生産基盤の確立と農業所得の確保」
に向けた取り組みに努める方針です。

▲�大会スローガンは伊藤一男大豆生産部会長（右）
と田中正博園芸振興連絡協議会副会長（左）の
先導により採択

高温に負けないイネ作りを学ぶ
　ＪＡは２月25日、平鹿支店で令和５年度高
温対策稲作基礎講座を開き、生産者ら約140
人が参加しました。
　講習では、令和５年産米の猛暑下における
栽培環境を例に高温下のイネの体温変化や白
未熟米などの原因を振り返り、今後常態化す
る高温に負けないイネづくりについて学んだ
ほか、各資材メーカーより高温対策に有用な
資材の紹介を受けました。参加者からは「昨
年見た田んぼの状態が何なのかが分かり、今
年のイネ作りのカギになりそうだ」と話して
いました。

農業法人・集落営農組織の両協議会
組織経営継続に向け合同研修
　農業法人及び集落営農組織の両連絡協議会
は２月19日、第２回目となる全体会を、よこ
てシャイニーパレスで開き、地域農業の継続
的・持続的な発展と組織経営継続に向けた取
組みの検討や、情報交換が行われ、県や市担
当者、会員など約100人が参加しました。
　小原重夫農業法人連絡会会長は「今年は、
暖冬の年となり、例年より早い春作業の開始
と夏場の水不足が懸念される。異常気象が当
たり前となっている今、地域農業の継続の為、
今日の研修を参考に実りあるものにしてほし
い」とあいさつしました。

▲講座の様子 ▲あいさつをする小原会長

令和５年度稲作基礎講座

▲分科会結果報告は、米穀・畜産部門を柴田康孝
稲作総合部会長（左）、園芸・果樹部門を佐々木
徹園芸振興連絡協議会会長（右）が行った
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本場の餃子作りに挑戦！
　ＪＡは「こんぷりちぇ倶楽部」の「第３
回男の料理教室」を横手支店で開き40代か
ら70代の男性16人が参加しました。講師を、
女性部フレッシュ部会員で中国出身の佐々木
佑里さんが務め本場の「餃子づくり」を指導。
参加者らは、地元の野菜やひき肉で餡を作り、
餃子の皮作りにも挑戦。悪戦苦闘しながら２
時間ほどで餃子を完成させました。
　参加者は「美味しい餃子が作れるように
なったので妻に見放されずにすみそうだ」と
笑顔で感想を話しました。

りんご部会
剪定講習会
　りんご部会は２月７日から21日、リンゴ
の適切な剪定技術を学び、品質向上につなげ
ようと剪定講習会を管内の園地で開きました。
　８日のよこて支部の講習会では、生産者の
森田泉さんが講師を務め、光線の確保を基本
とした剪定作業や、枝の切り口による腐らん
病の予防などについて説明しました。
　参加した生産者は「収量や作業性に大きく
関係する剪定は難しいところが多く、しっかり
と覚えながら、品質の良いリンゴを作って行
けるように取り組んで行きたい」と話しました。

▲佐々木さん（中央）に包み方を教わる参加者ら ▲剪定を指導する森田さん（中）

こんぷりちぇ倶楽部

りんご部会青年部
会話術学び生産物ＰＲへ活かす

秋田南部圏  食と農推進協議会
生産者と関東圏消費者の産地交流
　首都圏の生協で構成されるパルシステム連
合会と市やＪＡらは２月10日、木戸五郎兵
衛村で産地交流会を開催し関東圏の消費者な
ど約50人が参加しました。この事業は、関
東圏の消費者などを産地へ招待し生産者と交
流するなかで産地を知ってもらうことを目的
に行っています。消費地の子どもたちは、初
めて見る雪やかまくら、雪遊びを体験し、親
子で餅つきを体験しました。
　参加者は「雪遊びや餅つき体験などで子ど
もに良い思い出を作ることができた」と話し
ました。

　りんご部会青年部は２月20日横手市で、
フリーアナウンサー真田かずみさんを講師に
「好感度アップの話し方、聴き方」講座を開
き部員や若手農家など約40人が参加しまし
た。講演では、相手に伝わる声のトーンなど、
話す側の立場の意識や、聴く側の意識につい
て解説があり、参加者らは熱心に耳を傾けて
いました。企画した平良木亨部長は「話す側
と聴く側の立場で意識する違いや、会話の主
導権が実は聴く側にあることには驚いた。今
後市場やお客さんと話す時に活かしていきた
い」と話しました。

▲餅つき体験の様子▲壇上で公演を行う真田さん

▲滑らかな切り口で病害予防

▲ギザギザした切り口
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【園芸指導
】

【指導員】　園芸課　菅原　大

異常気象対策と
反収向上について
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▲施工後の状況
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溝　堀　機

▲スプリンクラー

▲循環扇

▲自動かん水装置

利用料金
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農業労働力を受け入れる側の体制整備についてワンポイント情報

ご存知ですか？～労働基準法の適用除外：農業の特例～
理由：農業はその性質上、天候等の自然条件に左右されることから、労働時間や休憩・休日等に関しては適用除外
①労働時間➡１日８時間・週40時間の法定労働時間は農業には適用なし
②休　　憩➡労働時間６時間超は45分、８時間超は１時間の休憩の定めは農業には適用なし
③休　　日➡毎週少なくとも１回の休日付与は農業には適用なし
　その他深夜労働（22時～５時）における割増率以外の割増賃金は農業の場合不要、満18歳未満の時間外や休日
労働等も可能です。

厚生労働大臣届出受理番号
05-特-000016担い手支援室内 無料職業紹介所

〒013-0036 秋田県横手市駅前町６番22号　TEL 0182-35-2659　FAX 0182-35-2699

※求人数には、マッチングに至らず求人期間が経過したものや個別に労働力を確保して取下げられた数は含まれておりません。

ＪＡ秋田ふるさと無料職業紹介所稼働状況について 令和６年２月29日現在

作目
区分

求人
人数
（※）

紹介実績 現在の
有効
求人数

有効求人情報
特記事項

1日農業バイトアプリ
活用状況

ＪＡ管内（Ｒ５.４.１～Ｒ６.2.29）人数 うちマッ
チング 品目名

水　稲 25 40 14 11 種蒔き、田植え、作業全般 ◆�いずれの品目も中長期から短
期まで雇用期間は多種多様

◆�農家や会社員の方など自分の
空いた時間に働きたいという
副業対応可能な求人も増加

　求人情報は、ＪＡホームぺー
ジ上で毎週更新しているほか、
横手市各地域局にも掲示してい
ただいております。求人情報の
詳細については、下記までお気
軽にお問い合わせください。

アプリ登録農家 13

果　樹 78 127 67 11 桜桃、りんご、桃、ブドウ うち求人募集 6

野　菜 48 102 45 3 ほうれん草、西瓜、枝豆ほか 仕事登録数 192

花　卉 10 13 8 2 募集人員 433

菌　茸 16 48 14 2 椎茸 応募人員 214

その他 25 56 20 5 種苗・養蜂・養豚 マッチング成立 161

計 202 386 168 34 マッチング成立率 37.2%
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「ほうれん草のガレット」

　ガレット＝フランス料理で円く薄く焼いたもの。おやつに、おかずに、おつまみに。
カリ・シャキ・ホクのジャガイモの食感を楽しみながら、ホウレン草の栄養をしっか
りと。黒コショウやケチャップ、しょうゆなどをお好みで。

ホウレン草	 1/2束（90ｇ）
ジャガイモ	 ３個（400ｇ）
粉チーズ	 大さじ２
薄力粉	 大さじ１
塩	 小さじ1/2
バター	 10ｇ
オリーブオイル	 適量

●材料（２～３人分）

①材料を切る・下準備
　ホウレン草は３㎝幅
に切りボールに入れ
ラップをゆるくかけ電
子レンジで１分30秒
加熱（600Ｗ）する。
②材料をあわせる
　①のボールに、千切
りにしたジャガイモ、
粉チーズ、塩を入れ混
ぜる。10分ほど置き
ジャガイモがしんなり
したら、薄力粉を入れ
て混ぜる。

●作り方
③まるく焼いて完成
　中弱火に熱したフライパンにオリーブ
オイル、バターの順に入れ、②を８等分
しフライパンに置く。円形になるように
フライ返しなどで形を整える。３～４分
蓋をして焼く。焼き目がついたらひっく
り返して焼き目がつくまで３～４分焼い
て完成。

　ＪＡ秋田ふるさとのホウレン草は、50人の個人・団体の生
産者により、12.5ha生産されており、販売額は令和５年度で
１億６千万円となる見込みです。施設栽培により周年に近い期
間出荷され、統一された生産基準により高品質安定生産が図ら
れています。冬季は寒じめホウレン草に取り組む生産者もおり、
引き立つ甘さに市場でも人気の高い逸品です。

横手野菜部会・平鹿野菜部会・
大森野菜部会・雄物川ほうれん草部会
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「株式会社 ＪＡふるさと福祉会」 令和６年４月１日  営業開始します！

　当ＪＡの福祉事業は、令和６年度より４つめの子会社「株式会社ＪＡふるさと福祉会」として事業を
開始いたします。
　介護のニーズが多様化する中、今後も組合員の皆様・地域の皆様に安心してご利用いただけるよう努
めてまいります。現在実施している事業は全て継続して参りますので、今後ともどうかよろしくお願い
申し上げます。

学校のようなデイサービス を始めます

　福祉事業の会社化にあわせ、今春「デイサービスセンターだいごの里」を再開します。
「おとなの学校」をテーマに、昔を「思い出す」回想法を取り入れながら、脳を働かせ、心が若返るデイサー
ビスを目指して準備を進めています。

『おとなの学校』って？

　介護員を「先生」、利用者様を「生徒」に
見立てて、専用の教科書を使った授業形式の
レクリエーションを行います。
　一日の「時間割」に沿って、頭の体操をし
ながら、笑いあふれる楽しい時間を過ごしま
しょう！

まずはお試し！体験授業開催予定！
詳しくは
福祉課へ：TEL 0182-56-0292
　　　　　　　　担当：藤谷・柴田

１日の時間割（例）

１時間目　国　語（ことわざを学ぼう）
２時間目　家　庭（おやつを作ろう）
　　　　～　給　　　食　～
３時間目　音　楽（昭和の流行歌）
４時間目　体　育（シャキシャキ体操）　

※少人数のスタッフで小規模での再開になります。当面、入浴サービスは
予定しておりません。要介護、要支援の認定を受けている方を主な対象と
したサービスです。詳しくはお問合せを。

四
月
三
十
日（
火
）日
直　

田
中

介護員日記 Vol.16

ショートステイ「ほほえみ醍醐」から
　２月３日（土）は節分。今年は２人の鬼
が山からやって来ました。鬼にぶつけるの
は、感染予防のため新聞紙を丸めた手作り豆。
10日程前から利用者さん達が準備してくれ
ました。迫力ある鬼の登場に、「あや～!!おっ
かねごど！！」の声が上がって鬼も大満足♪　
たくさんの豆をぶつけられながらも長寿を願
い、笑顔で山に帰って行きましたとさ。
とっぴんぱらりのぷう。

　２月はＪＡ助け合い
組織月見草（増田）様
からお花を、ＪＡ女性
部平鹿支部様と助け合
い組織ひらり（平鹿）
様からタオルを寄贈い

ただきま
した。本
当にいつ
もありが
とうござ
います

◀�

ダ
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、
バ
ラ
、
ガ
ー
ベ
ラ
、

綺
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な
お
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華
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

懐かしい
あの頃
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つ
も
は
居
室
で
寝
て
い
る
方
も
、
ホ
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に
出
て
、
豆
ま
き
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

鬼
も
大
感
激
！
ウ
～
ッ
わ
ー
ぉ
♥

ＪＡ秋田ふるさと福祉課（代表）☎0182-56-0292　横手市平鹿町醍醐字道中後28番地１（醍醐駅から徒歩１分）

♡　感　謝　♡

福は内～！！
ウォー　ウォーあやぁ、

おっかねごど
～
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おたよりはハガキの
ほかホームページ・
メールでもお送りい
ただけます。掲載者
には素敵なプレゼン
トを差し上げます。
・ホームページ専用フォーム
【https://www.akita-furusato.or.jp/hiroba/】
・メール
【wg-koho@akita-furusato.or.jp】

う
ん
旨
い

　
　

い
つ
も
自
慢
を

　
　
　
　
　
　
　

生
産
者

佐
藤　

チ
ヅ
子
さ
ん（
増
田
）

●
今
月
の
最
優
秀
作
品

成
っ
て
み
た
い

　
　

気
儘
に
生
き
る

　
　
　
　
　
　
　

風
来
坊

　
Ｐ
．Ｎ 

し
ょ
う
た
ろ
う
さ
ん（
雄
物
川
）

生
け
花
は

　
　

気
持
ち
豊
か
に

　
　
　
　
　
　
　

向
上
心

　

Ｐ
．Ｎ 

ハ
ー
ブ
ラ
ブ
さ
ん（
平
鹿
）

コ
ロ
ナ
禍
で

　
　

孫
の
顔
撮
り

　
　
　
　
　
　

生
が
い
い

　

Ｐ
．Ｎ 

ピ
ン
ポ
ン
さ
ん
さ
ん（
大
雄
）

生
き
る
為

　
　
　

里
に
出
て
来
る

　
　
　
　
　
　
　

熊
多
し

　

石
川　

継
一
さ
ん（
十
文
字
）

●
優
秀
作
品

今月のテーマ：『生』

応募作品数…27作品
■いつ食べてもおいしい農作物を作っ

ている生産者のみなさん。自慢げ
に語るわけでもなく黙 と々作業して
いる後姿が見える気がします。

●２月号表紙の太巻作り楽し
かったでしょう。まん中に「ぶぅ
ちゃん」を置くのに苦戦しながら
頑張った姿が目にうかびました。
笑顔の表紙、こっちもニッコリ！
／十文字　P.N 岩ちゃんさん（72）

　女性部員が教えながら一緒と
なって「ぶぅちゃん」達が作ら
れました。断面を見たときには
笑顔が溢れていました！

●友人から頂いた寒締めホウレ
ン草がとても甘くておいしかっ
たです。丹精込めて農産物を
作ってくれる方々に感謝の気持
をこめて「いただきます！」を
言っています。
／大森　P.N イマちゃんさん（66）

　食べると一瞬でなくなってし
まいますが農家さんが寒締めホ

ウレン草を育てるために使った
時間は何週間何か月と掛かって
いるとのことです。感謝して召
しあがっていただけると農家さ
んの喜びもひとしおと思います。

●手作り看板コンクールの作品
が面白かったです。国道を走行
しているときに見かけた看板も
ありますが、こんなにいっぱい
あったんですね。個人的には

「ままけ」が好き♡です。
 ／横手　高橋　牧子さん（55）

　青年部の手作り看板コンクー
ルは毎年行われています。毎年
新しい作品を設置していますの
で是非近くを通る際は、ご覧に
なってください！

●早速推しれしぴの「しいたけ
の肉詰め」を作ってみました。
家族にも大好評。３月も楽しみ
にしています。

／大森　P.N 福ちゃんママさん（61）

　早速作っていただきありがと
うございます。３月は「ホウレ
ン草」を使ったレシピですので
是非お試しください！

●「ふるさとの民話」が好きです。
方言にあわせた漢字、漢字のフ
リガナに「なるほど、そっかぁ」
とにっこりしてしまいます。
 ／横手　P.N さっとさん（63）

　「ふるさとの民話」を読んで見
るとこんな方言の言い方もある
のかと感心してしまいますよね。

「わたしの川柳」コーナーは今月号をもちまして終了いたします。
投稿いただいた皆様、読者の皆様、長年ご愛顧いただきありがと
うございます。
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（ＪＡ秋田ふるさと　営農経済部　食農販促課　行）

①クロスワードパズルの答え

②住所　〒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

③氏
ふり が な

名　　　　　　　　（P.N.　　　　　　）

④年齢　　　歳　⑤電話番号　　　　　　　　
⑥該当する組合員区分　※○をつけてください

　正組合員・正組合員家族・准組合員・員外

⑦今月の好きな記事とその理由
　または当誌やＪＡへのご意見・ご感想

タテのカギ

■２月号の答え／シユプール
■２月号の当選者／
山下　寛さん
P.N アッキーじぃじさん
P.N ちいちゃんさん
■応募総数／116通
■正解者数／116通

【解き方】全部の問題を解き二重枠の文字を並べ
替えると一つの言葉ができます。それが答えです。

2 歌のうまさを競うイベント
5 釣りで使う擬餌針のこと
7 舌で感じ取るもの
8 日本一高いものは3776m

あります
9 「峠の――」は群馬県・JR

横川駅の名物駅弁です
11 人や車が行き来する道の

こと
12 このような役を演じられる

とは役者――に尽きます
14 ものを記憶する器官
15 ホルスタイン、ジャージー

といえば
16 寄せ書きに使ったりサイ

ンをもらったり
17 ホワイトデーに贈ること

もある、ふわふわと軟ら
かいお菓子

ヨコのカギ

1 ３月下旬から４月上旬ま
での学校の休暇

2 イエスの反対語
3 俳句や和歌で規定より音

数が多いもののこと
4 いいかげんなことはしま

せん
6 海に潜って貝などを採り

ます
9 どこからか梅の花の――

が漂ってきた
10 卒業生が校長から卒業―

―を授与された
11 捕手とバッテリーを組み

ます
13 原稿――、投票――
14 雨宿りのときに借ります
16 姫路や彦根、松本のもの

が有名

ひな祭りにはかかせない？

日
本
を
代
表
す
る
麺
、

そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す
る

産
地
の
お
い
し
い
麺
で
す
。

【応募方法】
ハガキに左記①～⑦までの項目をご記入の上、下記までご応募
ください。左の点線を切り取って管内最寄りの支店まで持参い
ただくかハガキに貼り付けてもご応募できます。なお、お寄せ
いただいたご意見は「おたより」のコーナーにて回答させてい
ただく場合がございます。

【締　切】３月22日（金）当日消印有効

【応募先】
〒013-0205　横手市雄物川町今宿字前田面20
ＪＡ秋田ふるさと　広報担当
またはＪＡ秋田ふるさとホームページ
http://www.akita-furusato.or.jp/からでもОＫ。

（「みなさんの声と作品をお寄せください」バナーをクリック！）

麺三味
３名様にプレゼント



新採用・２年目職員による農家研修の実施について

【目的】
　新採用・２年目職員が、農業現場の現状を把握し、農作業を通じて組合員と交流を図る事で、
ＪＡ職員としての資質向上、人材育成につなげる
【研修期間】
　令和６年４月～５月の連続する２日間
【研修内容・人数】
　水稲関連春作業全般・１経営体につき２名１組
【研修先】
　令和６年３月25日現在、ＪＡ無料職業紹介所に水稲春作業　
（短期・中期）を主とする求人申し込みがあった経営体のうち、　
ＪＡ職員の受け入れに理解のある農家組合員（個人・法人）
　※求人申し込みを受け付けした際にご意向を確認させていただきます。
　※必要様式は下記ＨＰをご覧ください。
【その他】
　申し込み多数の場合は、調整させて頂きます。

　ＪＡ秋田ふるさとでは、職員研修プログラムの一環として新人職員の農家研修を下記の通り
実施いたします。
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理事会だより
葬儀に関する不安や悩みはございませんか？

HP／https://ja-sousai-agulemu.com/

㈱ふるさと葬祭アグレム
TEL/0182-52-3930

ＪＡ秋田ふるさと直売の会「ふるさと安心畑」

【第11回定例理事会】
令和５年２月27日（火）
報告事項（抜粋）
■農畜産物の生育及び販売状況につ
いて

■令和５年産大豆の集荷及び検査状
況について

■令和６年春季支部座談会の開催日
程について

■令和６年３月行事予定について
議案（抜粋）
■令和６年度販売手数料の設定につ
いて

　・�加工用米・新市場開拓用米の
手数料率は民間流通米と同様、
496円（税抜き）／60kgの定額
設定となります

■令和６年度農産物検査手数料の設
定について

　・�詳細については各営農センター
にお問い合わせ下さい

■令和６年度青果物予冷料金の設定
について

　・�青果物（花卉含まず）、の予冷
料金は令和５年度と同様に20円
（税抜き）／箱、花卉40円（税抜
き）／箱の定額設定となります

■　令和６年度排水対策機械利用料
金の設定について

　・�詳細につきましては、広報誌
P.８をご確認ください

新規会員募集のお知らせ

【お問い合わせ】ＪＡ秋田ふるさと　営農経済部　食農販促課
ＪＡ秋田ふるさと直売の会「ふるさと安心畑」担当まで

TEL�0182-23-6540　FAX�0182-23-6501

　直売所へ出荷してみたい方、新規就農の方、販路拡大をお
考えの方は、「ふるさと安心畑」に出荷してみませんか。

⃝イオンＳｕＣ横手南店は365日休まず営業！
⃝平鹿病院店も週２回（12月～５月は週１回）営業中！
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ＪＡ秋田ふるさと組織機構配置図 　令和６年３月１日付および４月１日付人事異動内示を
発令いたしましたので、職員の配置図をお知らせいたし
ます。下線は異動者・昇格者となります。（令和６年４月１日現在）

代表理事組合長
佐藤　誠一

シャイニーパレス

総 務 課
課長　　　　藤井和幸

小棚木佳梨子
加藤　信
小田嶋芳弘（嘱託）

小西　勇（臨時）
柿﨑千鶴子（臨時）課長補佐　髙橋麻紀 係長　佐々木成美

総 務 人 事 部
部長　齊藤謙吾
次長　高橋　誠

経 営 対 策 部
部長　高橋　大
次長　東海林孝豊

企 画 管 理 課
課長　　　　鈴木　忍

田口　諒
吉方健斗

係長　武田広樹
係長　大坂昌平

代表理事副組合長
佐藤　寿一

代表理事専務
髙橋　司

代表理事専務
柿﨑 大二朗

常勤監事
渡邉　登

金 融 共 済 部
部長　藤井まゆみ
次長　太田　秀

コンプライアンス課
課長　　　　大塚健司

課長補佐　柴田恵理子 三浦　護（嘱託）

ローンセンター

共 済 課
課長　　　　鎌田光市

近江恭平
加藤　卓
土田幸子（嘱託）
佐藤京子（嘱託）

佐々木満（嘱託）
後藤綾子（臨時）
伊藤貴陽（臨時）課長補佐　佐藤郁子

係長　竹澤牧子
係長　菅原明子

後藤　滉
北嶋愛琴
戸松志津子（嘱託）

高橋佳津也
佐々木信
高橋尚希

次長補佐　髙橋達也
係長　黒政晋作
係長　髙橋大助

担い手支援室
室長　近藤英昭
次長　佐々木勇人

藤田徳美（嘱託）
債 権 管 理 審 査 課
課長　　　　山下　洋

係長　阿部和典

人 事 課
課長　　　　佐々木司

課長補佐　鈴木　伸 西野育世
髙橋昂佑

戸田まり子（嘱託）

沓澤紀歩
真田琉梨

深澤博幸
湊谷正和
加賀谷未季

課長補佐　蛭川洋子
金 融 課
課長　　　　桐澤美樹子

係長　古関香織
係長　大久保篤

髙橋　快
伊藤留美子（臨時）

上田大輔
宮野晃嗣

融 資 課
課長　　　　菊池聡之

係長　加藤万里子

係長　吉田翔史

係長　高橋　希

推 進 課
課長　　　　西村勇也

田中嘉代子課長補佐　播磨雅子 係長　高橋真希

次長（課長）　新山昭史 係長　加藤美穂子 高橋和則（嘱託）
新山喜一郎（嘱託）

監 査 室
室長　村上いずみ 次長補佐　斎藤智行

参 事
中　山　義　美
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営 農 経 済 部
部長　佐藤雄英
次長　傳野俊幸
次長　髙階崇之

農 業 機 械 課

課長　　　　佐藤　公

課長補佐　五十嵐努

課長補佐　深澤芳朝

係長　松坂良司

係長　木村美穂子

係長　武内勝宏

飛田康喜
高階　靖
柴田和美
伊藤稚朗
蛭川智樹
佐藤千映
土井卓也
高橋翔太
菊地康太
井上翔太
戸澤委瞭
高橋知也

齊藤　訓
佐藤　丈
加賀谷将汰
森岡莉玖
髙橋　陣（新採用）
柿崎正喜（嘱託）
高橋　司（嘱託）
藤原善浩（嘱託）
奥山　肇（嘱託）
奥山恵悦（臨時）
佐藤専一（臨時）
中澤美幸（臨時）

農 産 物 検 査 班

米 穀 課

課長　　　　猿橋　司

係長　小野智洋

係長　佐々木一穂

佐々木成吾
佐藤麻未
高橋拓斗（専任）
柿崎　新（新採用）

佐々木了（嘱託）
大堀ひろみ（臨時）
小松俊幸（臨時）

食 農 販 促 課

課長　　　　東海林浩
課長補佐　藤原春輝 係長　菊地ルリ子

眞田康平
伊藤浩太郎

鈴木るみ子（臨時）
伊藤陽子（臨時）

果 樹 選 果 場

ジュース加工所

果 樹 課

課長　　　　石川　賢

係長　大類直人

係長　栗谷　全

課長補佐　菅原　司

課長補佐　藤井伸悦

課長補佐　大和屋尚享

東海林知歌子
菊地俊之
杉山誠之
阿部　裕
茂木亮太
高橋武彦（臨時）

柴田貴子（臨時）
山縣ひとみ（臨時）
三浦昌子（臨時）
佐々木大輔（臨時）
米澤晴香（臨時）
武内由美（臨時）

野 菜 選 果 場

園 芸 課

課長　　　　菅原　大

課長補佐　松井友喜

課長補佐　高橋利美

課長補佐　三澤孝行

佐藤博英
小棚木佑亮（専任）
石橋琴美
吉川　将（専任）
小田嶋智行
澁谷和正
丹波俊和
佐々木健市
鈴木琢磨（専任）
金親翔汰
松川雪子

齊藤万祐（専任）
伊藤莉子
小松侑生
髙橋雅信（嘱託）
丹波淳子（嘱託）
小田嶋博子（嘱託）
小山裕也（臨時）
小原美由紀（臨時）
福岡俊幸（臨時）
湊谷　弘（臨時）

分 析 セ ン タ ー

営 農 企 画 課

課長　　　　越後理人
課長補佐　髙橋春樹

小野智香子
木村友晴
藤井美沙紀

高橋伸子（臨時）
遠藤有加（臨時）
鈴木彩果（臨時）

畜 産 課

課長　　　　松井直人
課長補佐　松井　透 係長　渡部弘樹

資 材 課

課長　　　　照井広幸

課長補佐　藤原義宏

課長補佐　黒政太郎

伊藤　忍
齊藤　大
黒澤直人
菅　谷貢（嘱託）

照井淳子（嘱託）
高橋清広（嘱託）
佐々木仁志（臨時）

係長　黒澤和哉

課長補佐　長岩　誠

課長補佐　髙橋耕平
（専任）

係長　佐藤亮悦

係長　杉山賢也

係長　渡部寿寛
（専任）

高橋　陸
佐藤喜代子（臨時）

伊藤正輝
　（酪農ヘルパー）
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ライフアドバイザー
（ＬＡ）

髙橋志歩
石川るり
高貝璃緒

今野美空（新採用）
冨岡美千代（嘱託）

大 森 支 店

支店長　小西美和子

係長　柴田雅司

係長　阿部真也
支店長補佐　小野寺美保子 係長　　　藤田大樹

　　　　　佐々木美樹

増 田 支 店

支店長　奥山純子

係長　武藤吉彦

係長　古内千鶴子
阿部正諒
吉田新太

堀江春菜
小松谷日吹支店長補佐　寺田映子 　　　　　半田麻美

　　　　　黒政麻美子

髙槗奈緒美
小野千夏
藤原麻美子

長井優菜
藤原美幸（嘱託）

大 雄 支 店

支店長　安部　保
係長　佐藤由佳 係長　　　佐々木祐美子

　　　　　佐藤　望支店長補佐　小野真也

㈱ＪＡふるさと福祉会 藤谷郁子

総務人事部付・出向

柿崎菜智子

総務人事部付

大村田悠貴
髙田貴和子
黒澤久美子
加藤未来
松井秀樹

青柳汐音
伊藤桃花
小松田ことえ（新採用）
藤原幸伸（嘱託）
髙橋洋子（臨時）

横 手 支 店

支店長　柿﨑忠義

係長　佐藤直之

係長　髙槗一貴

係長　備前志穂

係長　鈴木美郷

係長　　　斉藤諒太
係長　　　鎌田春菜
　　　　　柿﨑智恵美
　　　　　大日向桃子
　　　　　立谷奈々

支店長補佐　加藤知美

支店長補佐　伊藤　愛

今　章子
丹　大介
大沼貴和子
佐々木圭輔
菅原智也

高橋千夏
小松百合子（嘱託）
柴田江理子（嘱託）
遠藤恵美子（嘱託）

平 鹿 支 店

支店長　佐々木良博

係長　佐藤純子

係長　小松谷絵梨子

係長　杉山　翔

係長　　　高橋玲子
係長　　　鈴木　恵
　　　　　眞田知佳
　　　　　畠山幸大
　　　　　菊池明日香

支店長補佐　佐藤富喜子

支店長補佐　佐々木陽子

支店長補佐　菅原圭子
（ＬＡ）

佐藤　渉
遠藤帆乃佳
伊藤杏美

岸　夏希
冨岡真尋（新採用）

金 沢 支 店

支店長　高橋加代子
支店長補佐　山田　満 係長　　　髙橋将平

係長　　　伊藤　瞬係長　山中早織

支店長補佐　佐藤弘恵支店長　藤田徳美
山 内 支 店

支店長　木村里花
熊谷結穂 髙槗悦子（臨時） 　　　　　高橋香菜係長　福田知佳

伊藤夕夏子
蔦谷加奈子
中野理子
真田梨桜

佐々木つぐみ
黒政真紀子（嘱託）
佐藤敬子（嘱託）
谷川栄悦（嘱託）

係長　菅原美由紀

係長　金田優子

雄 物 川 支 店

支店長　後藤美紀

係長　　　佐野直哉
　　　　　藤原瑠夏
　　　　　小野はる菜
　　　　　佐藤加菜

支店長補佐　羽川靖子

支店長補佐　柴田真紀子

支店長補佐　遠藤香那子
（ＬＡ）

鈴木順子
村岡　昂
織田江美
土田修子
柿﨑由美

髙橋千春
高橋一彰
佐々木駿
髙橋杏奈（新採用）

十 文 字 支 店

支店長　小田島功

係長　　　佐藤真紀子
係長　　　佐藤涼子
　　　　　柿崎幸子
　　　　　高橋由貴

支店長補佐　岩崎永子

支店長補佐　村田剛樹

支店長補佐　松井直子
（ＬＡ）

係長　佐藤賀代
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柿﨑育登
柿崎治臣
桂川利昭
　（嘱託）（専任）

石田エチ子（嘱託）
佐藤誠一（嘱託）
嘉藤亮太（臨時）

金沢営農センター

センター長　吉田正光
センター長補佐　山中一弘 係長　加藤　博

横手営農センター

センター長　熊谷英樹

係長　森谷克哉

係長　小松正勝

センター長補佐　佐藤さとえ

センター長補佐　冨岡誠悦

髙橋　歩
冨岡亮佑
柿崎真寿子
柴田寿史
菊地健一
佐藤朝日
甚内翔吾
長槗紅葉（新採用）

佐藤俊明（嘱託）
鈴木浩幸（嘱託）
桐原晴美（嘱託）
佐野　学
　（嘱託）（専任）
渡辺　功（臨時）
高橋浩明（臨時）
佐藤重子（臨時）

係長　奥山哲哉センター長補佐　加藤正規
（専任）

佐藤香織
渡辺純也
佐藤雄大
久米航平
松橋　和

山野大樹
長谷山久一（嘱託）
菅谷くみ子（嘱託）
高田英之（臨時）
佐々木猛志（臨時）

大森営農センター

センター長　高山　智

川越正利（臨時）
山 内 資 材 店 舗

センター長（待遇）　永瀬吉輝
係長　佐藤克弥

平鹿営農センター

センター長　菅原健志

センター長補佐　鈴木淳一

センター長補佐　武内明美

近江聖人
油谷洋子
佐々木暢
後藤智考
國安　平
小玉祐樹
中安将太
柿﨑大地
松井博輝
小田嶋遥

斎藤慎太郎（新採用）
東海林広志（嘱託）
木曽　学（嘱託）
播磨洋悦（嘱託）
小澤　毅（嘱託）
渡部吉洋（臨時）
菊地裕子（臨時）
髙橋万亀雄（臨時）
眞田清子（臨時）

係長　鈴木富之

係長　福田導人

係長　杉山　樹
（専任）

雄物川営農センター

センター長　吉田秀樹

センター長補佐　林　吉彦

センター長補佐　宮野正志

最上章正
土田美和
佐藤　龍
照井康毅
小田嶋未来
佐藤和子（嘱託）
佐藤里枝（嘱託）

中野　護（嘱託）
佐藤邦子（嘱託）
中村　愛（臨時）
佐々木大作（臨時）
奥山勝男（臨時）
菅原　丈（臨時）

係長　佐藤誠芳

係長　安部康貴
（専任）

大雄営農センター

センター長　大沼徳亨

センター長補佐　古内弘子

センター長補佐　菊地広平

佐藤龍太郎
今氏敬甫
赤川未里
高橋拓斗
小松田章江（臨時）
佐々木忠雄（臨時）

髙橋裕子（臨時）
奥山美代子（臨時）
畠山舜平（臨時）
小原一幸（臨時）
三浦利一（臨時）
大屋敷進（臨時）

係長　橋本良祐
（専任）

係長　加藤　晃

十文字営農センター

センター長　丹　　保

センター長補佐　舘岡　勝

センター長補佐　佐藤孝子

近佐知子
中村圭吾
須田　仁
渋谷海斗
鈴木翔馬
山田雄大
大和谷一衛（嘱託）

高橋智子（臨時）
大山茂幸（臨時）
高橋敏雄（臨時）
柿﨑正子（臨時）
松田律子（臨時）
芳賀耕一朗（臨時）

係長　鈴木康弘

係長　沼沢雅明

係長　山脇康文
（専任）

センター長補佐　高橋　寿
松浦雄司
佐藤　将

菊地由美子
畠山　幸（嘱託）

増田営農センター

センター長　佐藤広貴
係長　佐藤久富

（専任）

係長　森野　豊
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編 集 後 記ＪＡの概況 Situation

JA通信

組合員数

（正組合員）

（准組合員）

貯金

貸付金

購買品取扱高

販売品取扱高

共済保有高（保障）

　

昔
む
が
し
、
あ
る
所ど

さ
大
っ
き
お
寺

あ
っ
た
け
ど
。
小こ

ん
ぞ僧
っ
こ
が
沢え

っ
ぴ
ゃ山
居え

で
、

修
行
し
て
る
な
だ
っ
た
ど
。
そ
の
中
さ

猫
の
絵が

描
ぐ
な
得
意
だ
小こ

ん
ぞ僧
っ
こ
が
居え

だ
け
ど
。
庭
掃
が
せ
れ
ば
竹
箒
で
、
板

の
間
拭
が
せ
れ
ば
雑
巾
で
、
何ど

ご処
て
彼か

っ

処こ

て
猫
の
絵
描
い
で
歩あ

り
ぐ
な
だ
っ
た

ど
。

　

和お

っ尚
さ
ん
が
写
経
の
紙
渡
せ
ば
、
一

行
書
い
で
、
後
は
猫
ば
し
描
い
で
る
お

だ
が
ら
、
と
う
と
う
激ご

し
ゃ怒
い
で
し
ま
っ

た
け
ど
。「
お
前
み
で
ゃ
え
た
小
僧
は

仏
の
道
さ
は
向
が
ね
ゃ
。
早ぐ

ぐ急
ど
、
こ

の
寺
が
ら
出
で
行
げ
」っ
て
言
わ
れ
で
、

追ぼ

だ出
さ
れ
で
し
ま
っ
た
ん
だ
ど
。

　

小
僧
っ
こ
、
書
き
溜
め
だ
猫
の
絵

背し

ょ負
っ
て
ト
ボ
ト
ボ
ど
歩あ

り
て
る
内
、

日
暮
れ
で
き
た
け
ど
。
泊
ま
る
場ど

ご所

ね
ゃ
が
ど
探た

ね
だ
ば
、
古
び
だ
お
寺

あ
っ
た
け
ど
。
本
堂
の
前
で
「
ど
う
が
、

一
晩
泊
め
で
け
ろ
」っ
て
声
掛
げ
だ
ど

も
、
返
事
ね
ゃ
け
ど
。
通
り
が
が
り
の

村
人
さ
「
此こ

ご処
さ
泊
め
で
も
ら
っ
た
て

良え

が
べ
が
」
っ
て
尋た

ね
だ
ば
、「
良
が
べ
。

し
た
ど
も
、
夜
中
に
化
物
が
え
て
食
い

殺
さ
れ
る
っ
て
い
う
話
だ
ど
」
っ
て
言

う
け
ど
。「
屋
根
の
あ
る
場
所
だ
ば
、

何
処
だ
っ
て
良
え
」
ど
思
っ
て
、
お
寺

さ
入ひ

ゃ

っ
て
行
っ
た
け
ど
。
小
僧
っ
こ
は

疲く
た
びれ
で
、
本
堂
の
真
ん
中
さ
横
に
な
っ

て
る
内
に
寝
入
っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
。

　

真
夜
中
、
天
井
裏
が
ら
は
ガ
タ
ン
ガ

タ
ガ
タ
、
枕
元
の
風せ

ん

と

こ

呂
敷
包
の
中
が
ら

は
写
経
の
紙
の
サ
ワ
サ
ワ
サ
ワ
サ
ワ
っ

て
い
う
音
っ
こ
が
聞
げ
だ
ど
も
、
小

僧
っ
こ
は
起
ぎ
上
が
れ
ね
ゃ
が
っ
た
ん

だ
ど
。

　

翌あ
さ
ま朝
に
な
っ
て
心あ

ち
こ
ど配
し
て
ら
村
人
が

本
堂
覗
い
だ
ば
、
寝
惚
け
で
座
っ
て
だ

小
僧
っ
こ
の
回
り
さ
、
写
経
の
紙
が
一

面
に
散
ら
ば
っ
て
ら
け
ど
。
良え

ぐ
見
だ

ば
、
耳
の
ち
ぎ
れ
だ
猫
だ
の
片
足
の

無ね

ゃ
猫
、
血
塗
れ
の
猫
が
描
が
れ
で
だ

け
ど
。「
夜
中
に
何
え
が
あ
っ
た
な
だ

が
」っ
て
聞
が
れ
だ
小
僧
っ
こ
は
「
何な

え
だ
が
、
天
井
で
物
音
し
た
っ
け
な
」
っ

て
言
う
け
ど
。
皆み

ん
な
で
天
井
裏
さ

行
っ
て
み
だ
ば
、
大
ネ
ズ
ミ
が
血
塗
れ

に
な
っ
て
死
ん
で
だ
け
ど
。

　

村
人
は
、「
こ
の
大
ネ
ズ
ミ
が
前
の

住
職
ど
ご
食
い
殺
し
た
に
違
い
ね
ゃ
。

小
僧
さ
ん
の
猫
の
絵
が
退
治
し
て
け
だ

な
だ
」っ
て
言
っ
た
け
ど
。
小
僧
っ
こ

は
血
塗
れ
の
猫
の
絵
を
全み

ん
な部
燃
や
し

て
、
お
経
を
読
ん
で
成
仏
し
て
も
ら
っ

た
ん
だ
ど
。

　

小
僧
っ
こ
は
、
ネ
ズ
ミ
ど
ご
退
治
し

た
猫
を
弔
う
た
め
に
再
び
仏
の
道
を
志

し
て
修
行
を
重
ね
だ
ど
。
そ
の
後
、
村

人
に
願
わ
れ
で
寺
の
住
職
に
な
っ
た
ん

だ
ど
。

と
っ
ぴ
ん
ぱ
ら
り
の
ぷ
う

▲ＱＲコードを読み取ると
　音声で「ふるさと民話」をお楽しみいただけます。

（2024年１月末現在）

●
再
話
／
中
川
文
子　

●
画
／
佐
々
木
愉
美
子

猫
と
小
僧

17,544人

11,710人

5,834人

1,203億3,534万円

389億3,853万円

47億6,451万円

173億6,598万円

3,246億1,139万円

　

広
報
を
担
当
と
し
て
、
数
年
が

経
ち
ま
し
た
。
取
材
を
す
る
中
で
、

管
内
の
「
沢
山
の
素
晴
ら
し
い
文

化
」
と
出
会
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
出
会
う
だ
け
で
な
く

発
信
で
き
る
業
務
に
就
か
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、

次
年
度
も
皆
様
に
手
に
取
っ
て
い

た
だ
け
る
広
報
誌
作
り
を
心
掛
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　（さ
）

　

早
い
も
の
で
道
端
に
ふ
き
の
と

う
が
芽
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
正

直
二
度
見
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

も
う
そ
ん
な
時
期
が
き
て
し
ま
っ

た
の
か
。
自
分
は
ふ
き
の
と
う
を

見
つ
け
る
と
花
粉
症
と
の
戦
い
が

始
ま
る
合
図
と
思
っ
て
い
ま
す
。

暖
冬
の
影
響
が
こ
ん
な
と
こ
ろ
に

現
れ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
い
）
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